
？望

どん
な
気
持ち
で
迎え
る

金日誌日

正
常
な
国
際
感
覚
と
中
国
観
を

も
つ
か
ぎ
り、
建
国
後
初
の
戒
厳

令
を
公
布
し
て
前
回
（
1
9
8
9

年〉
の
チベ
ッ
ト
騒
乱
を
徹
底
鎮

圧
し
た

当事者
で
も
あ
る
胡
錦
鴻

．
中
国
国
家主
席
を
今
こ
の
時
期

に
国
賓
と
し
て
迎
え、
日
中
友
好

を
た
た
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な

い
と
思
う
の
だ
が、
日
本
政
府
や

与
党
首
脳
の
認
識
は、
次
元
を
異

に
し
て
い
る
よ
う
だ。

福
田
首
相
は
胡
錦
滴主
席
を
6

日
か
ら
叩
固
ま
で
わ
が
国
に
招

き、
胡
主
席
は
日
中
首
脳
会
談
や

日
中
平
和
友
好
条

約締結
初
周
年

記
念
式
典
に
臨
み、
天
皇・
皇
后

両
陛
下
に
説
殿、
早
稲
田
大
学
で

の
講
演
や
日
中
両
首
脳
の
「
ピ
ン

ポ
ン
外
交」
、
池
田
大
作
創
価
学

会
名
誉
会
長
と
の
会
談、
横
浜
中

華
街、
奈
良
の
法
隆
寺、
唐
招
提
寺

へ
の
訪
問
も
行
う
予
定
だ
と
報
じ

ら
れ
て
い
る。
多
く
の
日
本
国
民

は
ど
ん
な
気
持
ち
で、
こ
の
現
実

を
受
け
と
め
る
で
あ
ろ
う
か。

私
は
去
る
3
月
却
日
付
本
紙

「
正
論」
欄
で
チベ
ッ
ト
騒
乱
に

つ
い
て
密
き、
「
『
食』
や
『
環

境』、
そ
れ
に
『
人
権』
で
不
安

の
大
き
い
北
京
五
輪
の
ボ
イコ
ッ
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ト
と
ま
で
は
い
ま
す
ぐ
結
論
を
出

さ
な
い
に
し
て
も、
こ
の
5
月
の

日
中
首
脳
会
談
の
開
催
は
ひ
と
ま

ず
延
期
すべ
き
だ」
と
提
言
し
た

の
だ
が、
日
本
政
府
の
意
思
決
定

に
は
つ
な
が
ら
な
かっ
た。

一
方、
チベ
ッ
ト
の
騒
乱
と
鎮

圧
が
続
く
な
か
で、
チベ
ッ
ト
民

衆へ
の
同
情・
共
感
と
中
国
当
局

へ
の
批
判
や
抗
議
は
欧
米
諸
国
を

中
心
に
全
世
界
的
な
広
が
り
を
示

し、
北
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
！
は

各
国
各
地
で
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
に

出
合っ
て
い
る。
わ
が
国
で
も、

長
野
市
の
普
光
寺
が
チベ
ッ
ト
仏

教へ
の
弾
圧
も
理
由
に
挙
げ
て
聖

火
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
な
る
こ
と

を
辞
退
し、
4
月
お
日
の
聖
火
リ

レ
ー
は、
物々
し
かっ
た。

朝
貢
国
の
よ
う
な
露
払い

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
波
紋
と

衝
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず、
日
本
政

府
や
与
党
の
首
脳
は
き
わ
め
て
無

神
経
か
つ
鈍
感
に
事
態
に
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る。

と
く
に
全
世
界
に
チベ
ッ
ト
問

題
で
の
抗
議
の
渦
が
高
まっ
て
い

た
こ
の
4
月
中
旬
に
自
民
党
の
伊

吹
文
明
幹
事
長
と
公
明
党
の
北
側

一
雄
幹
事
長
が
与
党
代
表
団
と
し

て
胡
錦
鴻
訪
日
の
露
払
い
の
よ
う

胡錦湾訪日の意味するもの
に
訪
中
し、
北
京
人
民
大
会
堂
で

の
胡
錦
漕
主
席
と
の
会
談
を
求
め

た
の
は、
い
か
が
か
と
恩
う。

明
敏
な
伊
吹
幹
事
長
は、
日
本

国
内
向
け
に
は
「
チベ
ッ
ト
問
題

で
も
中
国
側
に
物
申
し
た」
旨
を

発
言
さ
れ
て
い
た
が、
両
幹
事
長

と
の
会
見
を一
面
トッ
プ
に
写
真

入
り
で
報
じ
た
『
人
民
日
報』

（
4
月
円
日
付〉
は
全
く
そ
ん
な

こ
と
に
は
触
れ
ず、
も
と
よ
り
チ

国際教養大学
理事長・学長

中嶋 嶺雄

ベ
ッ
ト
の
チ
の
字
も
報
ぜ
ず
に、

「
伊
吹
文
明
は、
中
国
が
行
う
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
支
持
す
る
日
本
の

立
場
は一
貫
し
て
お
り、
今
後
も

変
わ
ら
な
い
と
表
明
し
た。
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ア
ヲ
ア
の
盛
典

で
あ
り、
日
本
側
は
北
京
オ
リ
ン

ピッ
ク
が
成
功
す
る
こ
と
を
今
か

ら
祝っ
て
い
る」
と
窃
い
て
い

る。
そ
し
て
最
後
に
『
人
民
日

報』
は、
「
伊
吹
文
明
は
さ
ら
に

言iiiIF 
胡
錦
鴻
主
席
宛
の
日
本
首
相
福
田

康
夫
の
親
魯
を
手
渡
し
た」
と
結

ん
で
い
る
の
で
あ
る。
こ
の
報
道

ぷ
り
は、
ま
さ
に
朝
貴国
の
使
節

が
中
華
皇
帝
に
昨
載
し
て
い
る
よ

う
な
か
た
ち
に
なっ
て
い
た。

中
国
当
局
は
4
月
お
目、
チベ

ッ
ト
亡
命
政
府
の
ダ
ラ
イ・
ラ
マ

日
世
側
と
の
対
話
再
開
の
用
意
が

あ
る
旨
を
表
明
し
た
が、
問
題
の

解
決
に
は
程
遠
い
で
あ
ろ
う。

首
相
の
耳
意
と
そ
の
危
険性

で
は、
福
田
政
権
は
な
ぜ
こ
の

期
に
及
ん
で
中
国
に
手
を
差
し
の

べ、
胡
錦
鴻
訪
日
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か。
福
田

政
権へ
の
支
持
率
が
急
落
す
る
な

か
で、
「
世
界
の
中
の
問
題
国

家」
中
国
の
トッ
プ
を
友
好
的
に

招
く
こ
と
が、
政
権
の
イ
メ
！
？

アッ
プ
につ
な
が
る
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う。

マ
イ
ナ
ス
効
果
の
方
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か。
高
村
外
相
や
町

村
官
房
長
官
の
対
中
国
認
識
は
そ

れ
ほ
ど
異
常
だ
と
は
思
わ
れ
ず、

日
中
間
の
戦
略
的
E
恵
関
係
と
い

う
外
務
官
僚
の
政
策
形
成
も
従
来

の
い
わ
ゆ
る
チャ
イ
ナ・
ロ
ビ
ー

の
手
に
よっ
て
縛
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で、
福
田
首
相
の

不
透
明
な
意
思
形
成
が
時
間
の
経

過
と
多
忙
な
国
会
運
営
に
よっ
て

助
長
さ
れ、
外
交
日
程
の
方
が
先

に
固
まっ
て
し
まっ
た
と
も
考
え

ら
れ
よ
う。

福
田
首
相
の
外
交
ブ
レ
ー
ン
の

学
者・
専
門
家
と
私
な
ど
と
の
中

国
認
識
や
国
際
関
係
認
識
は
大
き

く
隔
たっ
て
い
る
が、
そ
れ
ら
の

諸
氏
は
中
国
情
勢
が
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
深
刻
化
す
る
と
は
見
て
い
な

かっ
た
だ
け
で、
今
の
時
期
の
胡

錦
漕
来
日
を
左
右
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い。
結
局
は
福
田
首
相
の

意
思
に
か
かっ
て
い
る
の
だ
が、

福
田
康夫
氏
個
人
の
中
国
認
識
や

台
湾
認
識
は
す
で
に
久
し
い
以
前

か
ら
「
確
信
犯」
的
に
中
国
傾
斜

だ
と
私
は
見
て
き
て
い
る。

半
面、
今
日
の
中
国
問
題
の
大

き
さ
は、
チベ
ッ
ト
や
そ
れ
に
続

く
ウ
イ
グ
ル
族
の
動
静
と
と
も

に、
人
類
の
来来
を
危
機
に
さ
ら

し
か
ね
な
い
世
界
史
的
課
題
だ
と

い
え
よ
う。
一
内
閣一
首
相
の
意

向
で、
オ
リ
ン
ピッ
ク
聖
火
を
か

か
げ
て
台
頭
し
た
ナ
チ
ス
の
膨
張

を
許
し
た
「
宥
和
政
策」
に
等
し

い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
な
ら
ば、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
歴
史
の
過

ち
を
犯
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い。

（
な
か
じ
ま
み
ね
お〉
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